
 

 

平成２６年度学芸員資格認定試験問題 

 

 

博 物 館 経 営 論 
 

 

（解答はすべて解答用紙に記入し、この問題用紙に記入しないこと） 

 

 

１．次の我が国の博物館の歴史のうち、博物館経営に関する①～⑩の（  ）について、

次の  の中から最も適切な語句を選び、文を完成させなさい。解答欄にはその語句を

記しなさい。（各２点） 

 

年代 できごと 

１８７２年 文部省博物局博物館、政府として初めての「（ ① ）」を開催。 

１８７２年～ 文部省博物局博物館、内務省に移管。その後さらに農商務省所管に。文部

省は別に東京博物館を設置。 

１８８６年～ 博物館局博物館、宮内省に移管、１８８９年には帝国博物館と改称。 

１９００年 帝室博物館と改称。 

１９１７年 （ ② ）開設（初の私立美術館） 

１９２８年 博物館事業促進会（のちの日本博物館協会）結成、博物館建設の促進 

１９４５年 第２次世界大戦終戦 

１９４９年 社会教育法公布（博物館は「社会教育のための機関」） 

１９５０年 文化財保護法制定・施行 

１９５１年 博物館法公布 

１９５３年 博物館法制定後初の実態調査実施。博物館数２０１館園 

１９７０年代 県立博物館新設ブーム 

１９７１年 文部省社会教育審議会答申「急激な（ ③ ）の変化に対処する社会教育

の在り方について」（「単に収集品の保存・展示の場にとどまらず、学習

の場としてとらえることが重要」） 

１９７３年 公立博物館の設置及び運営に関する基準 

１９８０年代 県立美術館、市町村立博物館、企業博物館の新設ブーム 

１９９７年 私立博物館における青少年に対する学習機会の充実に関する基準 

２００３年 （ ④ ）の設置及び運営上の望ましい基準 

２００８年 （ ⑤ ）改正 

 



 

帝国博物館  博物館準備  博覧会  美術工芸会  大倉集古館  図書館法 

社会教育法  生涯学習振興法  自然環境  雇用環境  能力開発  社会構造 

博物館法  公立博物館  私立博物館  公の施設の管理に関する法律  

指定管理者制度 

 

 

（２）日本博物館協会による「博物館倫理規程に関する調査研究」（平成２２年）において、

次の１０項目「貢献」「尊重」「設置」「経営」「収集･保存」「調査研究」「展示･教育普及」

「研鑽」「発信･連携」「自律」の行動規範が提案されている。次の各文の⑥～⑩の（  ）

について、下の  の中から最も適切な語句を選び、文を完成させなさい。解答欄には

その語句を記しなさい。（各２点） 

 

（ア）行動規範：貢献 

 博物館に携わる者は、博物館の（ ⑥ ）と未来への責任を自覚して、学術と文化

の継承・発展・創造のために活動する。 

（イ）行動規範：経営 

 博物館に携わる者は、博物館の（ ⑦ ）や方針･目標を理解し、目標達成のために

最大限の努力を行い、評価と（ ⑧ ）を参画する。博物館の経営者は、（ ⑨ ）を

最大限に活かし、（ ⑩ ）を保ち、安定した経営を行うことで公益の増進に貢献する。 

 

 

利用者  改善  透明性  課題  財源  向上  経営資源  社会性  公益性  

使命  調査研究  課題  財源  

 

 

２．次の文章を読み、それぞれの指示に従って答えなさい。 

 

（１）次の文章を読み、最も適切な名称を答えなさい。（各５点） 

 

①古代ローマの政治家マエケナスを語源とし、企業が社会貢献活動の一環として行なう

芸術文化支援を意味するフランス語は何か。 

 

②公共施設等の設計、資金調達、建設、運営という施設整備の初期段階から運営に至る

までの全体又は一部を民間主体に委ねることでライフサイクルコストを一体的に管理

することが可能となる官民パートナーシップの手法は何か。 



 

（２）博物館において職員は重要な経営資源の一つである。博物館法では、博物館職員に

ついては「館長」「学芸員」を置くことができるとされ、その他「学芸員補」「その他

の職員」を置くことが述べられている。このうち「学芸員」についてどのように記載

されているか、６０字以内で説明しなさい。（１０点） 

 

 

３．博物館経営にとって重要な以下の事柄について、それぞれの指示に従って説明しなさ

い。（各１０点）  

 

（１）『使命・計画作成の手引き』において示されている４つの要件（①独自の存在理由、

②現代の社会で求められていること、③実用性、④わかりやすい言葉）について、一

つを取り上げ、その詳細を１００字以内で説明しなさい。 

 

（２）博物館にとって友の会やボランティア活動は、重要な博物館利用者であるとともに

経営資源でもある。ボランティア活動について館として留意すべきことを経営論の立

場から１００字以内で説明しなさい。 

 

 

４．博物館におけるリスクへの実際の対応として、（１）教育訓練（２）予防措置（３）防

災物資の備蓄（４）保険の加入（５）対応マニュアルの整備（６）地域や他館との連携

（７）各種情報発信等が考えられる。この中から４項目を選び、各１００字以内で説明

しなさい。（各５点） 

 

 

５．近年、博物館の社会的役割の一つとして、観光振興や地域活性化等の経済波及効果が

期待されている。博物館の地域連携において、経済波及効果を目的とした取組の具体例

を挙げ、４００字以内で論じなさい。なお、解答には連携する団体や機関等を明記する

こと。（２０点） 

 【 (例) 民間企業 学校関係 他の公共施設 地元商店街 NPO 等 】 

 


